
□「主体的・対話的で深い学
び」の実現条件を意識し，遠隔
学習で実施することができる。
※実践全体（複数回の遠隔学
習）で，「主体的な学び」「対
話的な学び」「深い学び」の実
現状況を各項⽬２個以上を達成
することができる。

□Zoomやアプリケーションなど
を活⽤して，他学年や他校の児
童⽣徒，外部の⽅々と，意⾒や
感想などを伝え合える場を設定
する。
□学習成果の発表をしたり，相
⼿の発表を聞いたりする機会を
設ける。

□全校朝（帰り）の会やZoom，共有
アプリケーションなどを活⽤して，他
学年や他校の児童⽣徒と話をしたり，
簡単なゲームをしたりするなど，交流
ができる場を設定する。
例）ドキュメント上で意⾒交流，スプ
レッドシートやZoomのチャットにお
いて英語で会話，ロイロノート・ス
クールでなぞなぞ出題など

具体的な指導

S A1 A2 観点

遠隔学習において，「主体
的・対話的で深い学び」の
実現条件を意識し，授業改
善を⾏うことができる。

児童⽣徒が遠隔学習におい
て，⾃分の意⾒を伝えた
り，相⼿の意⾒を聞いたり
する場を増やすことができ
る。

児童⽣徒間のコミュニケー
ションの機会を増やすこと
ができる。

主体的・対話的で深
い学びの実現

ＳＪ ⽬指す教員の資質・能⼒ルーブリック（ＡＧ５）

上 記 の ⼿ ⽴ て を 参 考 に

シンキングツール，アプリケーション（Googleスプレッドシート，Google Jamboard，ロイロノート・スクール，その他），教科横断的な指導，
異学年交流，等

（A1における右記の技能に加えて）
□Google系アプリを以下のものから
２つ以上使うことができる。
（ドライブ，スプレッドシート，ド
キュメント，スライド，Forms，
Jamboard）
□ロイロノート・スクールを以下のよ
うに活⽤することができる。
・授業教材や課題の作成
・資料やワークシートの配布・回収
・解答の添削と返却
□Microsoft Officeアプリや
Evernote，Googleドライブや
Dropboxといったアプリ（または端
末）間で，データのインポート・エク
スポートを⾏うことができる。

（A2における右記の技能に加えて）
iPadにおいて
□カメラ機能やスクリーンショット，
画⾯収録を使える。
□メモ機能を使⽤することができる。
□アプリをインストールできる。
□AirDropでデータの受け渡しができ
る。
□PDFなどを取り込んで使⽤すること
ができる。
□ZoomでiPadの画⾯をミラーリング
することができる。
□Apple Pencilを使って書き込みをす
ることができる。

□チャットでメッセージを送ることが
できる。
□ホワイトボード機能を使える。
□参加者に対しての，ミュートや共有
への書き込み，チャットなどのアクセ
スコントロールができる。
□画⾯共有を⾏い，動画や写真，教材
などを参加者に⾒せることができる。
□ホストとしてミーティングを開いて
⼊室させり，他のミーティングに⼊室
したりすることができる。
□画⾯のオン・オフができる。
□「反応」ボタンで反応ができる。
□名前を変えることができる。
□背景を変えることができる。

具体的な技能

本校外部との関わりを通し
て，児童⽣徒が多様な意⾒
に触れることのできるよう
にするために，ＩＣＴを活
⽤することができる。

児童⽣徒が，学習に関する
多様な情報に触れることが
できるようにするために，
ＩＣＴを活⽤することがで
きる。

職務や授業において，⽇常
的にＩＣＴを活⽤すること
ができる。 ＩＣＴ活⽤⼒

（A1における右記の技能に加えて）
□Zoomなどで，他校や外部機関・⼈
材と顔を合わせて交流するまたは学習
する場をもつことができる。
□ロイロノート・スクールやGoogle
ドキュメント・スプレッドシートなど
を活⽤して，互いの様々な意⾒を共有
することができるようにする。
□児童⽣徒が⽬的に応じてアプリケー
ションを選択できる環境を設定するこ
とができる。
□共有した画⾯やアプリケーション
に，児童⽣徒が⾃分の考えを書き込め
るようにすることができる。

（A2における右記の技能に加えて）
□写真や動画など学習に関する資料を
Zoomにおいて共有することができ
る。（チャットへのＵＲＬ・ファイル
の添付，画⾯共有，ミラーリング等）
□バーチャル体験をさせることができ
る。（Zoomカメラ機能を活⽤し実物
を⾒せる・インタビューをする等）
□写真や動画など学習に関する資料
データを，iPad等で児童⽣徒に配信す
ることができる。
□ロイロノート・スクールなどに学習
に関する資料を保存し，児童⽣徒に共
有させることができる。

□職員間の共通理解を図るために，ク
ラウドやAirDropによって学校資料を
閲覧，編集することができる。
□⼤型モニターにPCやiPad等の画⾯
を映すなど，授業でICT機器を活⽤す
ることができる。
□授業においてタブレットやＰＣを児
童⽣徒に使⽤させることができる。
□Microsoft Officeを遠隔授業等で活
⽤できる。

具体的な技能

②主体的・対話的で深い学びの実現

①ICＴ
S2 A1 A2 観点S1

(S2における右記の技能に加えて)
□Zoomにおいて，ブレイクアウトシステ
ムを活⽤することができる。
□Zoomにおいて，ピンスポット機能を活
⽤することができる。
□GoogleチャットやZoomチャットを活
⽤して連絡がとれる。
□ロイロノート・スクールを以下のよう
に活⽤することができる。
・画像や動画，⾳声データを⽣かし
 た教材の作成
・児童⽣徒の解答や考えの⽐較
・資料箱の有効活⽤
・シンキングツールの活⽤
□iPadにおいて，⽤途に合わせてアプリ
ケーションをダウンロードし，活⽤する
ことができる。

ICTを活⽤することで，本校外
部との関わりを⽇常的にし，児
童⽣徒が考えを深めたり，表現
をしたりする機会を充実させる
ことができる。

（S2における右記の技能に加えて）
□授業時間以外でもICTを通して外部と交
流する機会を設けることができる。
□ロイロノート・スクールやその他のア
プリケーションで学習作品や発表データ
を作成させ，外部と交流することができ
るようにする。
□児童⽣徒が積極的にICTを活⽤して，情
報を発信することができる場を設けるこ
とができる。
□普段から児童⽣徒の学習における必要
性に応じて，遠隔合同学習を⾏うことが
できる。
□iPadを年間継続して授業や職務で活⽤
することができる。

ＩＣＴ操作⼒

「iPad」や「Zoom」，様々
なアプリケーションの機能
を理解し，扱うことができ
る。

「iPad」や「Zoom」の機能
を理解し，扱うことができ
る。

「Zoom」の機能を理解し，
扱うことができる。

「iPad」や「Zoom」，「ロイ
ロノート・スクール」を発展的
に活⽤することができる。



結論からさらに新たな課題や知
識を創造し，解決にむけて推論
したり，発表からさらにより良
い表現⽅法に気付いたりするこ
とができる。

これまでの知識や技能を活
⽤し，新たな知識・技能を
獲得し，考えたことを発信
することができる。

⾃分の考えをもって，学習
に取り組むことができる。

思
考
⼒
・
判
断

⼒
・
表
現
⼒
等

（A1における右記の姿に加えて）
□課題や問いの結論について振り返ったり，
新たな課題や閃き，知識などを創造すること
ができる。
□新たな課題や閃きに対して，どのように問
題解決をするか考えたり，実際に解決しよう
としたりすることができる。
□表現したことを振り返って新たな表現⽅法
に気付いたり，聞き⼿の意⾒や反応を元にさ
らに考えを深めたり，表現を⼯夫したりする
ことができる。

（A2における右記の姿に加えて）
□課題や問いの解決にむけて情報を整理・⽐
較し，相違点や類似点に気が付くことができ
る。
□対話や知識・技能を活⽤することで，新た
な知識・技能を獲得することができる。
□課題や問いに対する⾃分の結論を決定し，
ノートにまとめたり発表することができる。
□考えや学んだことを，⾔語だけでなく，図
や写真，スライドなど⼯夫して表現すること
ができる。※発達段階に応じた表現技法

□⾃分の考えをもち，ノートに書いたり発表
したりするなど表現することができる。
□課題や問いに対して予想をもち，必要な情
報を探したり選んだりすることができる。

具
体
的
な
姿

（A1における右記の技能に加えて）
□Ｗｅｂを開いて調べることができる。※
□学習⽀援システムを使うことができる。※
□Zoomやロイロノート・スクールなどのアプ
リケーションを活⽤し，⾔葉や資料，⾳声な
どを組み合わせて⾃分の考えを伝えることが
できる。
□⽬的に応じて，活⽤するＩＣＴを選択する
ことができる。

（A2における右記の技能に加えて）
□発達に応じてタイピングができる。※
□タブレットやＰＣにおいて⾃分の考えを簡
単な⽂や録⾳で表現することができる。
□Zoomやアプリケーションにおいて，相⼿の
意⾒に反応や返事をすることができる。
□Zoomの画⾯共有において書き込みができ
る。

□遠隔授業に⼀⼈で参加することができる。
□タブレットを使って絵や単語を書くことが
できる。
□タブレットに送られた資料を⾒たり，タッ
チで拡⼤・縮⼩したりすることができる。
□タブレットを使って写真を撮ることができ
る。

具
体
的
な
技
能

ＳＪ ⽬指す児童⽣徒の資質・能⼒ルーブリック（ＡＧ５）

※は発達段階に考慮して評価する

ＩＣＴを⽬的に応じて活⽤
することができる。

ＩＣＴで簡単な意思表⽰を
することができる。

ＩＣＴの基本的な操作を⾏
うことができる。

S A1 A2
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
⽤
⼒


